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１．本業務の概要

2

・三次河川国道事務所管内における地域ニーズを把握すると

ともに、国道54号における交通課題を抽出、整理・分析を

行った。

・また、現在事業中の鍵掛峠道路における事業再評価資料の

作成及び交通実態調査等を行った。



２．国道54号における道路交通課題の把握

3

項目 小項目 整理内容 出典、加工元資料 RESAS 今年度更新

①市町村別人口分布と人口伸び率 国勢調査（基本集計）【H2（1990）年～R2（2020）年】 ● ●

②市町別年少人口割合と推移 〃 ● ●

③市町別生産年齢人口割合と推移 〃 ● ●

④市町別老年人口割合（高齢化率）と推移 〃 ● ●

⑤人口集中地区と地区内人口 国勢調査（基本集計）【H27（2015）年】 － －

⑥市町別就業者数 国勢調査（基本集計）【H2（1990）年～H27（2015）年】 － －

（2）人口移動 ①市町別転入・転出人口 国勢調査（移動人口集計）【R2（2020）年】 ● ●

①市町別総世帯数と世帯数伸び率 国勢調査（基本集計）【H2（1990）年～R2（2020）年】 － ●

②市町別全世帯に占める高齢者単身及び夫婦世帯の割合 国勢調査（基本集計）【H27（2015）年】 － －

（1）地形条件 ①色別標高図と主な地形 地理院地図をもとに加工 － －

①用途地域 国土数値情報【R1（2019）年度時点】 － －

②農業地域 国道数値情報【H27（2015）年度時点】 － －

③土地利用細分メッシュ（100mメッシュ） 国土数値情報【H28（2016）年度時点】 － －

①市町内総生産
島根県市町村民経済計算【H30（2018）年度】

広島県市町民経済計算【H30（2018）年度】
－ ●

②市町別産業特化係数　※各県平均に対する特化係数 〃 － ●

①市町別農業産出額 市町村別農業産出額（推計）【R元（2019）年】 ● ●

②市町村別農業産出額の品目別構成比 〃 ● ●

③市町別の主な農業産出額と県内（全国）順位 〃 － ●

①市町別製造業の事業所数 工業統計調査（地域別統計表）【R元（2019）年確報】 ● ●

②市町別製造業の従業者数 〃 ● ●

③市町別製造品出荷額 〃 ● ●

④市町別・業種中分類別の従業者数構成比 〃 ● ●

①市町別卸売業の事業所数 経済センサス（活動調査）【H28（2016）年】 － －

②市町別卸売業の従業者数 〃 － －

③市町別卸売業の年間商品販売額 〃 － －

④市町別小売業の事業所数 〃 ● －

⑤市町別小売業の従業者数 〃 ● －

⑥市町別小売業の年間商品販売額 〃 ● －

⑦大型小売店分布 全国大型小売店総覧2022 － ●

①市町別総観光客数及び観光入込客数と推移
島根県観光動態調査結果【H23（2011）年～R2(2020）年】

広島県観光客数の動向【H23（2011）年～R2(2020）年】
－ ●

②市町別宿泊客数と宿泊割合
島根県観光動態調査結果【R2(2020）年】

広島県観光客数の動向【R2(2020）年】
－ ●

③主な観光地分布 〃 － ●

（2）観光流動 ①休日における生活圏間旅客流動　※県外移動のみ 第6回全国幹線旅客純流動調査【H27（2015）年】 － －

①市町別病床数 医療施設調査【R元（2019年】 － ●

②市町別人口10万人当たり病床数 〃 ● ●

③医療施設の分布状況
島根県保健医療計画【H30（2018）年】

第7時広島県保健医療計画【H30（2018）年】
－ －

（2）救急搬送 ①市町別救急搬送件数（人員）と推移
雲南消防本部消防年報

広島県消防防災年報
－ －

①市町間の通勤・通学流動 国勢調査（従業地・通学地集計）【H27（2015）年】 － －

②通勤・通学時の乗用車依存率 〃 － －

（2）日常移動 ①市町村別自動車保有台数　※軽自動車除く
島根県統計書【R元（2019）年版】

第65回広島県統計年鑑【R2（2020）年版】
－ ●

①土砂災害警戒区域 国土数値情報【R1（2019）年8月時点】 － －

②洪水浸水区域
島根県洪水浸水想定区域図

洪水ポータルひろしま
－ －

（2）防災 ①緊急輸送道路と防災拠点配置
島根県地域防災計画

広島県地域防災計画
－ －

5）医療

（1）医療施設

6）日常生活

（1）通勤・通学

7）災害

（1）災害危険箇所

4）観光
（1）観光客数

1）人口

　・世帯数

（1）人口構成

（3）世帯数

2）地形

　・土地利用 （2）土地利用

3）産業

　・経済

（1）産業全般

（2）農林業

（3）製造業

（4）卸売・小売業

・対象路線である国道54号沿線の地域特性を把握するため、既存統計資料等の収集・整理を行った。なお、整理にあたっては沿線自治体の三
次市、安芸高田市に加え、周辺市町である庄原市、島根県雲南市、飯南町、奥出雲町についても併せて行った。

▼既存統計資料整理項目一覧 ▼市町別農業産出額と県内構成比（R元）

統計データを収集し、
分かりやすく図や
グラフで整理



２．国道54号における道路交通課題の把握【渋滞】
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・管内の国道54号について、道路交通課題や道路の使われ方、沿道状況等を客観的データやETC2.0データ等の交通関連データを用いて整理。

ETC2.0データを活用し、
速度分布を確認

▲国道54号の方向別・時間帯別の速度コンター図（平日）

資料：ETC2.0データ 様式2-4（令和2年10月休日平均）

▼道路・交通指標の整理項目一覧



２．国道54号における道路交通課題の把握【事故】
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・管内の国道54号について、道路交通課題や道路の使われ方、沿道状況等を客観的データやETC2.0データ等の交通関連データを用いて整理。

課題となっている箇所が
分かりやすくなるように３Dで表現

▼死傷事故率3Dマップ▼管内国道54号の死亡事故発生箇所

NN



２．国道54号における道路交通課題の把握【まとめ】
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・整理した結果を基に、道路交通課題がどの区間にあるかを把握するために「現況特性把握シート」を作成。

道路交通課題がどの区間にあるかを
把握可能な現況特性把握シートを作成



２．国道54号における道路交通課題の把握【まとめ】

7

道路交通課題がどの区間にあるかを
把握可能な現況特性把握シートを作成

・整理した結果を基に、道路交通課題がどの区間にあるかを把握するために「現況特性把握シート」を作成。
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３．事業評価資料作成【対象事業】

資料：令和３年度 第３回 中国地方整備局事業評価監視委員会 会議資料に加筆

・対象となる事業は、鳥取県と広島県の県境部に位置する一般国道183号 鍵掛峠道路。
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３．事業評価資料作成【事業評価の流れ】

・事業採択後一定期間（直轄事業等は3年間、補助事業等は5年間）が経過した時点で未着工の事業、事業採択後長期間（5年間）が経過した
時点で継続中の事業等について再評価を行い、必要に応じて見直しを行うほか、事業の継続が適当と認められない場合には事業を中止する
ものであり、平成10年度から導入されている。

一般国道183号 鍵掛峠道路の
再評価資料作成が本業務の対象
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鍵掛峠道路 L＝12.0km

令和7年度(2025年度)開通予定※1

ひろしま

広島県側
とっとり

鳥取県側

L＝4.3kmL＝7.7km

計画概要

起 終 点
起点：広島県庄原市西城町高尾

終点：鳥取県日野郡日南町新屋

計画延長 L=12.0㎞

道路規格 第３種第３級

設計速度 60km/h

車 線 数 ２車線

ひ ろ し ま し ょ う ば ら さ い じ ょ う ち ょ う こ う お

標準断面図

一般部 橋梁部 トンネル部

※1 トンネル工事・大規模橋梁工事・軟弱地盤対策工事等が順調に進捗した場合

凡 例

一般国道

主要地方道

一般県道

と っ と り ひ の に ち な ん ち ょ う に い や

単位[mm]

３．事業評価資料作成【事業目的と計画概要】

・線形不良の解消、災害時の代替ルートの確保、救急医療活動の支援、安定的な物流ネットワークの構築等を目的とした事業である。

資料：令和３年度 第３回 中国地方整備局事業評価監視委員会 会議資料
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３．事業評価資料作成【事業経緯と進捗状況】
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三坂地区

多里地区

みさか

た り

・平成17年度に事業化し、平成21年度より用地、平成27年度より工事に着手している。
・令和3年度末時点での全事業の進捗率は約37％、令和7年度の完成に向けて工事を進めている。

用 地 92%

工 事 37%

全 体 37%

事業の進捗状況（令和3年度末見込み）

写真①

写真②

写真①

R3年11月撮影至 庄原市

至 日南町 写真② 至 庄原市

至 日南町 R3年11月撮影

年度 内容

平成１７年度 事業着手

平成２１年度 用地着手

平成２２年度 再評価を実施

平成２５年度 再評価を実施

平成２７年度 工事着手

平成２８年度 再評価を実施

事業の経緯

※事業費に対する割合

令和7年度(2025年度)開通予定※1

※1 トンネル工事・大規模橋梁工事・軟弱地盤対策工事等が順調に進捗した場合

凡 例

一般国道

主要地方道

一般県道

資料：令和３年度 第３回 中国地方整備局事業評価監視委員会 会議資料
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３．事業評価資料作成【事業の必要性（概要）】

課題①：安全・安心の確保 整備効果①
・急カーブや急勾配の回避による
走行性・安全性の向上

平常時

異常気象時等

（２）道路整備により期待される効果

（１）現状の課題

課題②：災害による通行止め
課題②-１災害への脆弱性
課題②-２災害による通行止め

整備効果②
・通行止めによる迂回の解消
・安心した日常生活の確保

課題④：地域医療の支援 整備効果④
・救急搬送時間の短縮、安静搬送による
患者負担の軽減

課題③：冬期の安全・安心の確保 整備効果③ ・冬期交通の通行止め、迂回の解消

①：物流ネットワークの確保 整備効果⑤ ・産業の物流効率化の支援

≪整備効果≫

資料：令和３年度 第３回 中国地方整備局事業評価監視委員会 会議資料
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３．事業評価資料作成【現状の課題[平常時]】

・一般国道183号鍵掛峠付近では、急カーブ・急勾配等の課題がある区間が存在。
・急カーブ（R<150m）は74箇所、急勾配（i>5%）は合計延長約5.0kmあり、現道の約3割を占める状況。
・対象区間での死傷事故が6件（H22～R元）発生している。

①安全・安心の確保 （急カーブや急勾配の回避による走行性・安全性の向上）

広島県
庄原市

鳥取県
日南町

急カーブ
（曲線半径
R<150m）

急勾配
（縦断勾配

i>5%）

事業区間に並行する
国道183号 74箇所 5.0km

急カーブ区間（平面曲線半径<150m）、及び死傷事故発生状況

凡例

鍵掛峠道路

一般国道

一般県道

死傷事故発生箇所（H22～R元）

曲線半径R＜150m箇所

急カーブが
連続

急カーブが
連続

現道（鳥取県側）の

最小曲線半径：Ｒ=29ｍ

写真①

写真①

対向車線にはみ出して走行する大型車

急カーブでの横転事故（雨天時）

現道（広島県側）の

最小曲線半径：Ｒ=10ｍ

色別標高図：国土地理院の電子国土Webシステム

資料／交通事故・道路統合データベース（H22～R元）

資料／広島県資料、鳥取県資料
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現道（鳥取県側）の

最急勾配：10.4%

：縦断勾配i ＞ 5%区間

：縦断勾配i ≦ 5%区間

急勾配が
連続

写真②現道（広島県側）の

最急勾配：12.5%

急勾配が
連続

至

福
山
市

至

米
子
市

鍵掛峠道路
かっかけとうげ

かっかけとうげ

写真②

資料：令和３年度 第３回 中国地方整備局事業評価監視委員会 会議資料

急勾配区間（縦断勾配i>5%）
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（参考）ビデオ調査

上り線の大型車の走行軌跡（センターライン逸脱の例） 上り線の大型車の走行軌跡（全走行軌跡重ね合わせ）

下り線の大型車の走行軌跡（全走行軌跡重ね合わせ）

センターライン逸脱台数
５７台中 １０台

センターライン逸脱台数
４３台中 ３１台

照明柱やガードレー
ル等の支柱に固定

・鍵掛峠道路の並行現道である一般国道183号で大型車の社名を読み取り、利用状況を把握するとともに、車両の走行軌跡を確認。
・下り線でセンターラインを逸脱して走行する大型車が多く見られた（31台/43台）。なお、上り線でも57台中10台がセンターラインを逸脱して
状況を確認。

上り

下り

▲調査箇所図

▲ビデオカメラ設置状況

下り線の大型車の走行軌跡（センターライン逸脱の例）

提案上の工夫
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（参考）アンケート調査

・ビデオ調査で把握した「大型車社名読み取り調査結果」を基に、対象道路を往復利用していることが確認できた18社にアンケート調査を実施。
国道183号の利用頻度や災害による事業への影響、国道183号における課題、鍵掛峠道路に期待する効果等を把握。

提案上の工夫

▲アンケート調査票

100%

33%

33%

67%

56%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

急カーブや急勾配の回避による走

行性・安全性の向上

土砂崩れや法面崩壊など災害時の

通行止めによる迂回の解消

災害発生時でも通行ルートがある

安心した輸送の確保

冬期の通行止め、迂回の解消

安定的な物流ネットワークが構築さ

れることによる、産業及び物流の効

率化

n=9

回答者全員が期待

道路利用者の声（運送業）

出典：企業アンケート（R3.12）

【鍵掛峠道路開通への期待】
・庄原市側には急勾配と急カーブ、幅員の狭いところの
連続している区間があり、特に冬期には立ち往生車
輌が多く見られます。

・日南町の急勾配とカーブの長い坂となっている区間で
は、冬期の下りが大変です。

・開通後の鍵掛峠道路には急カーブや急勾配の回避
による走行性・安全性の向上を期待します。

▲アンケート調査回答
（整備への期待）

▲意見のとりまとめ

国道183号の利用頻度や災害による事業への影響、
国道183号における課題、鍵掛峠道路に期待する効果を把握
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３．事業評価資料作成【現状の課題[異常気象時等]】

鍵掛峠道路
L=12.0km

（広島県側）
L=7.7km

（鳥取県側）
L=4.3km

日
野
郡

日
南
町

新
屋

庄
原
市

西
城
町

高
尾

かっかけとうげ

し
ょ
う
ば
ら

さ
い
じ
ょ
う
ち
ょ
う

こ
う
お

ひ
の

に
ち
な
ん
ち
ょ
う

に
い
や

事前通行規制区間 L=1.7km

時間雨量
40mm以上

連続雨量
200mm以上

・鍵掛峠道路の現道部は、急峻な中国山地の渓谷に沿っており、法面崩壊、土砂崩れなどの災害が多発している。
・鍵掛峠道路に並行する一般国道183号の災害における通行規制は過去20年で8回（うち３回は全面通行止め）、1年あたり約730時間（20
年間で約14,670時間）発生している。

現道における事前通行規制区間及び災害による通行規制状況（H13～R2）

かっかけとうげ

かっかけとうげ

【過去20年間（H13～R2）の全面通行止め発生状況】

資料／広島県資料

ひろしま とっとり

しょうばら さいじょうちょう

写真②

写真③

写真③（No.6）

②-１災害への脆弱性 （通行止めによる迂回の解消）

写真①（No.1）

写真①

1

3 5

7

8

6

【過去20年間（H13～R2）の片側交互通行発生状況】

資料／広島県資料・鳥取県資料

Ｈ23年10月撮影

写真②（No.5）

Ｈ18年7月撮影

片

全 片

片

片
片

全
2

片
4

凡例

一般国道

主要地方道

一般県道

要防災対策箇所
(27箇所)

全面通行止め

片側交互通行

全

片

全

現道には

要防災対策箇所が

27箇所存在

広島県
庄原市

鳥取県
日南町

(一)道後山停車場線

法面崩壊等により通行不可

※No4は詳細な発生箇所が不明のため日南町新屋の代表地点をプロット

No 発生年度 規制区分 規制時間

4 H15 片側交互 3,384時間(141日)

1-2 H16 片側交互 8,400時間(350日)

5 H18 片側交互 543時間(23日)

6 H23 片側交互 2,207時間(92日)

7 H24 片側交互 7時間

8 H26 片側交互 8.5時間

No 発生年度 規制区分 規制時間

1-1 H16
通行止め
(片側交互)

106時間
(8400時間(350日))

2 H29 通行止め 6.2時間

3 R2 通行止め 4.8時間

至

米
子
市

至

三
次
市

平成17年１月法面崩壊

（国道183号庄原市西城町）
【全面通行止め106時間，片側交互通行350日】
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３．事業評価資料作成【現状の課題[異常気象時等]】

国道180号経由
約104km

国道183号経由
約84km 【通常時と災害発生時の迂回時間の比較】

【通常時】
国道183号経由

【災害発生時】
国道180号経由

※平成27年度 全国道路・街路交通情勢調査の
混雑時旅行速度をもとに計算（上下平均）

・鍵掛峠道路の並行区間にあたる一般国道183号は通行規制の実績があり、一旦通行止めとなると迂回に通常の約1.2倍の所要時間が必要
となり、物流や地域の生活に影響を与えることとなる。

かっかけとうげ

②-２災害による通行止め （安心した日常生活の確保）

江府
町役場

庄原
市役所

島根県

広島県

岡山県

鳥取県

９８分(84km)

１２２分(104km)

1.2倍

江

府

町

役

場

こ

う

ふ

庄

原

市

役

所

し

ょ

う

ば

ら
鍵掛峠道路
L=12.0km

かっかけとうげ

凡 例

高速道路

一般国道

＜江府三次道路＞

開通済区間

鍵掛峠道路

その他区間

凡 例

通常時

災害発生時

平成17年1月の
法面崩壊による
通行止め箇所

こうふ

しょうばら

資料：令和３年度 第３回 中国地方整備局事業評価監視委員会 会議資料
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３．事業評価資料作成【現状の課題[異常気象時等]】

32 

122 
114 

78 

139 

96 

60 

98 

110 

97 

129 

96 

71 

35 

124 

13 

73 

46 46 

94 
84 

52 

88 
93 

37 

64 
50 

12 
2 

13 

0

25

50

75

100

125

150

0

25

50

75

100

125

150

H18H19H20H21H22H23H24H25H26H27H28H29H30R01R02

積
雪

深
2
0
cm

以
上

の
日

数

最
大

積
雪

深
(c

m
)

【最大積雪深及び積雪深20cm以上の日数】

最大積雪深(cm) 20cm以上日数

R元 （年度）

鍵
掛
峠
道
路

か
っ
か
け
と
う
げ

三坂地区
みさか

西城地域中心部から三坂地区間のバス運行状況

積雪深20cm以上
平均日数約５１日

▲大型車との離合

▲ヘアピンカーブを走行するバス

資料／H18～H22：小鳥原観測所データ（広島県）
H23～H26：鍵掛峠観測所データ（鳥取県）
H27～R2 ：新屋観測所データ（鳥取県）

鍵掛峠の積雪状況

凡 例
鍵掛峠道路

一般国道

主要地方道

一般県道

かっかけとうげ

鳥取県

広島県
鍵掛峠観測所

新屋観測所
にいや

かっかけとうげ

小鳥原観測所
ひ と と ば ら

観測所位置図

・地域住民の生活の足である路線バス及びスクールバスは、主に一般国道183号を運行しており、冬期の交通の安全確保が求められているが
大雪による通行止めや冬期閉鎖により、国道183号・県道油木小奴可線・県道植木三坂線の3路線とも通行できなくなる可能性がある。
・鍵掛峠道路は冬期対策（堆雪幅、冬期路肩幅）がとられ、冬期でも通行が可能であり、安全性の確保も期待される。

③冬期の安全・安心の確保 （冬期交通の通行止め、迂回の解消）

西城病院
さいじょう

至 鳥取県

三坂地区への
唯一の生活交通

バス路線

みさか

広島県

庄原市

かっかけとうげ

（日/年）

（県）油木小奴可線

道後山線
（3往復/日）

冬期には通行止めの
可能性あり

西城中学校
さいじょう

さいじょう

ゆ き お ぬ か うえき みさか

凡 例

路線バス（道後山線）

スクールバス（三坂地区⇔西城小中学校）

国道183号通行止め時の迂回路

大雪による通行止め（R2）

冬期閉鎖区間（概ね12月15日～3月15日）

みさか さいじょう

スクールバス
（1往復/日）

さいじょう みさか

資料／庄原市（R2.3時点）、
ひろしま道路ナビ

かっかけとうげ

ゆきおぬか

通行止め時には
迂回が必要

資料：令和３年度 第３回 中国地方整備局事業評価監視委員会 会議資料
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３．事業評価資料作成【現状の課題[異常気象時等]】

・庄原市西城町三坂地区内には消防署がないため、救急車両は西城町中心部からの出動となり、年間で平均9名を搬送している。

・国道１８３号は線形が悪く速度を落とす区間も存在することから搬送に時間を要しており、冬期は更に通常時の約1.8倍の時間を要する。

しょうばら さいじょうちょうみさか さいじょうちょう

④地域医療の支援 （救急搬送時間の短縮、安静搬送による患者負担の軽減）

西城町

三坂地区

西城市民病院
（第二次救急医療機関）

さいじょう

備北地区消防組合西城出張所の重症患者等の救急搬送状況

鍵
掛
峠
道
路

か
っ
か
け
と
う
げ

備北地区消防組合
西城出張所管内

鍵掛峠道路整備により
アクセス改善が図られる地区

凡 例

【通常時】 50.0km/h

１７分

西
城
町
三
坂
地
区

さ
い
じ
ょ
う
ち
ょ
う

み

さ

か

【冬期】 28.6km/h

３０分

西
城
市
民
病
院

さ
い
じ
ょ
う

【通常時と冬期の緊急搬送時間の比較】

※通常時の所要時間は規制速度での算出
※西城出張所から三坂地区までの冬期の所要時間は備北地区消防組合西城出張所ヒアリング調査結果

▼カーラーの救命曲線

注）上記所要時間には救急車が出動にかかる時間（約
10分）を含み、現地（西城町三坂地区）到着ま
での所要時間としている。

資料／カーラー「緊急事態における経過時間と
死亡率の関係」（1981）

【整備前(冬期)】
約40分

死亡率77.5%

【通常時】
約27分

死亡率40.0%

保賀谷区間

急カーブ地点

24箇所

国道183号を走行する救急車両

1.8倍

鳥取県
日南町

医療関係者の声

【備北地区消防組合西城出張所】
・カーブや急勾配の箇所で特に速度を落とす必

要があり、現状の道路は救急搬送に適してい
ない。

・冬期においては積雪による道路状況の悪化が
著しく、患者搬送時には患者の負担が増大し、
搬送時間も余分にかかる。

（2021.9ヒアリング調査）

備北地区消防組合西城出張所
さいじょうびほく

広島県
庄原市

さいじょう

さいじょうちょう

みさか

さいじょう

資料／広島県資料

ほがたに

備北地区消防組合西城出張所から三坂地区
への救急出動実績（H30～R2年平均）

さいじょう みさか

全搬送者数: 9名/年平均

（うち重症患者: 1名/年平均）

2021.9ヒアリング調査

多量出血による
死亡率

約２倍

14.3km

【通常時】 50.0km/h

【冬期】 28.6km/h

３７分

２１分

17.8km

1.8倍

備
北
地
区
消
防
組
合

西
城
出
張
所

び

ほ

くさ
い
じ
ょ
う

旧西城町
さいじょうちょう

凡 例

鍵掛峠道路

一般国道

主要地方道

一般県道

搬送ルート
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３．事業評価資料作成【道路整備により期待される効果】

・鍵掛峠道路沿線地域の主要産業は林業であり、生産された木材チップは境港市内のバイオマス発電に使用されている。
・発電された電力は、主に鳥取県の特徴的産業であるパルプ・紙・紙加工製造業の生産活動で消費されている。
・鍵掛峠道路の整備により、鳥取県の持続可能な地域の発展を支えるクリーンエネルギー発電の原料輸送の支援が期待される。

かっかけとうげ

①物流ネットワークの確保（産業の物流効率化の支援）

かっかけとうげ

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00
農林水産業

鉱業

製造

電・ガ・熱・水

建設

卸売・小売

運輸・郵便

宿泊・飲食

情報通信

金融・保険

不動産

専門・科学

公務

教育

保健衛生

その他

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00
農林水産業

鉱業

製造

電・ガ・熱・水

建設

卸売・小売

運輸・郵便

宿泊・飲食

情報通信

金融・保険

不動産

専門・科学

公務

教育

保健衛生

その他

Ａ木材会社

【庄原市】 【日南町】

7.34
［15.39］

12.13
［138.87］

※[ ]内は林業のみ

林業が
主要産業

出典：2018年度国民経済計算（2011年基準・2008SNA）、
平成30年度広島県市町民経済計算、
平成30年度鳥取県市町村民経済計算 をもとに作成

Bバイオマス発電所

鳥取県内の
製造業へ電力供給

・バイオマス発電所に木材チップを大型車で
４～５台／日搬送しています

・過去に国道183号で通行止め発生し、迂回を
強いられることもあったが、道路が整備され
ることで通行止めの不安が解消されることか
ら冬期に安心して運転することが可能となり
ます。

島根県

広島県

鳥取県

岡山県

出典：木材会社ヒアリング（2021.9）

鍵掛峠道路
L=12.0km

かっかけとうげ

林業関連企業の移動経路

木材会社の声

     ・紙・紙加工

84%

木製品・家具他

14%

第三次産業

1%

家庭

1%

出典：都道府県別エネルギー消費統計（2017）

■鳥取県再生可能エネルギーの
部門別消費量

■鳥取県再生可能エネルギーの
消費割合（対全エネルギー消費量）

     ・紙・紙加工
製造業は鳥取県の

特徴的産業
（特化係数5.4）

28.7%

4.4%
0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

鳥取県 他県平均

再
生

可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
割

合

(0.3～11.9)

鳥取県の再生可能
エネルギー消費割合は

全国第１位

鳥取県再生可能エネルギー消費割合・産業部門別消費量

産業の特徴（特化係数）

（出典）【木材チップ】鳥取県

【アクセス時間短縮】

【整備前】

１２０分(97km)

１１１分(90km)

9分短縮【整備後】

※平成27年度 全国道路・街路交通情勢調査の混雑時旅行速度を
もとに計算（上下平均）

※整備後所要時間は鍵掛峠道路V=60km/hとして算出

大
根
島
入
口
交
差
点

だ
い
こ
ん
し
ま

大根島入口
交差点

３１４

と
う
じ
ょ
う
さ
い
じ
ょ
う

県
道
東
城
西
城
線
交
差
部

国
道

号
・

国道３１４号・
県道東城西城線交差部

凡 例

高速道路

一般国道

〈江府三次道路〉

鍵掛峠道路

開通済区間

その他区間

整備前経路

整備後経路
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３．事業評価資料作成【とりまとめ結果】

・移動時間の短縮

・移動時間の短縮等に伴う経費の減少

・道路機能の向上による交通事故の減少

・人、車両、貨物の移動における短縮時間

・総走行距離の短縮

・道路種別毎の利用交通量の変化

・走行時間短縮便益 20（20）億円 費用便益分析マニュアルに準拠

・走行経費減少便益 5.8（5.8）億円 費用便益分析マニュアルに準拠

・交通事故減少便益 0.80（0.80）億円 費用便益分析マニュアルに準拠

・道路構造不良箇所の解消による
走行不安の解消

・急カーブ（Ｒ＜１５０ｍ） 74箇所 → 解消

・急勾配（Ｉ＞５％） 5.0km → 0.8km（登坂車線設置）

・線形不良箇所の走行に伴う精神的疲労の
軽減効果

122億円※ CVM（仮想市場法）により算出

・災害時の迂回ルートの確保による
不安解消

・事前通行規制区間の解消 1箇所 → 解消

・災害による孤立住民の解消

多里地区 296世帯（624人） → 解消

三坂地区 055世帯（144人） →解消

・通行止め時の医療サービスが享受できなくなる
不安解消効果

90億円※ CVM（仮想市場法）により算出

・災害時の迂回ルートの確保による不安解消効果 92億円※ CVM（仮想市場法）により算出

項目 全体事業費 残事業費

総費用

事業費 ３０８億円 １７４億円

維持管理費 ７.３億円 ７.３億円

計 ３１５億円 １８１億円

（ ）書きは、残事業の便益額
※試算値（開通後50年間の便益額として試算した値）

➀３便益

②災害等に対する不安感の解消便益

◆総費用（現在価値）

注)表示桁数の関係で合計が合わない場合がある。

•地域からの要望等を踏まえ、道路の役割については従来の３便益に加えて、「地域から期待される道路の役割」等を整理。

◆総便益（現在価値）

◆まとめ

計画交通量 総事業費 総費用（Ｃ） ３便益（Ｂ）
CVMによる便益
（Ｂ）

1,100～1,800台/日 約333億円 315億円 26億円 304億円

◆道路の役割

■道路の役割

①物流ネットワークの確保（産業の物流効率化の支援）

②環境への影響を考慮した効果[約0.7千トン/年のCO2削減]

③沿道環境の改善[NOX排出量：約3.0トン/年（約0.4%）削減、SPM排出量：約0.2トン/年（0.4%）削減]

※基準年：R3年
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３．事業評価資料作成【ＣＶＭによる便益計測】

◆CVM（仮想市場法）による便益計測

仮想的市場評価法（CVM）適用の指針（平成21年7月）により負担金の支払意思額（WTP）を計測
⇒便益＝支払意思額（WTP）×集計世帯数×評価期間（開通後５０年間）
・線形不良箇所の走行に伴う精神的疲労の軽減効果
・通行止め時の医療サービスが享受できなくなる不安解消効果
・災害時の迂回ルートの確保による不安解消効果

（１）住民アンケートによる支払意思額の調査
○ 事業の効果が及ぶ範囲として、将来利用交通量のOD内訳より調査範囲（広域交通除く）を設定。インターネット（WEB）調査と紙アンケート調査を併用実施。
【紙アンケート配布エリア（旧市区町村名で記載）】 庄原市、西城町、東城町、口和町、高野町、比和町、総領町、日南町、日野町、江府町、西伯町、会見町、
溝口町、岸本町
【ＷＥＢ配信エリア（旧市区町村名で記載）】 三次市、甲奴町、君田村、布野村、作木村、吉舎町、三良坂町、三和町、八千代町、吉田町、向原町、甲田町、
高宮町、美土里町、豊平町、千代田町、大朝町、芸北町、広島市、湯来町、府中町、三原市、大和町、本郷町、久井町、東広島市、黒瀬町、福富町、豊栄町、
河内町、安芸津町、廿日市市、大野町、佐伯町、吉和村、宮島町、大竹市、呉市、音戸町、倉橋町、下蒲刈町、蒲刈町、安浦町、川尻町、豊浜町、豊町、
竹原市、坂町、熊野町、海田町、大山町、名和町、中山町、日吉津村、米子市、淀江町、境港市、東伯町、赤碕町、北条町、大栄町、倉吉市、関金町

○ 配布（配信）・回収状況
紙アンケート配布数：２，１５０世帯・・・有効回答数：４４４件（回収率：２０．７％）
WEB配信数：１２，５１９件・・・・・・・・・・・有効回答数：６９１件（（参考）回収率：５．５％） 合計：１,１３５件

（２）便益算定範囲の設定
○ アンケート結果より、事業箇所に並行する現道の利用実態を踏まえ、月１回程度利用する範囲を設定。
【便益算定範囲（旧市区町村名で記載）】
庄原市、西城町、東城町、口和町、高野町、比和町、総領町、日南町、日野町、江府町、西伯町、会見町、溝口町、岸本町、大山町、名和町、中山町、日吉
津村、米子市、淀江町、境港市、東伯町、赤碕町、北条町、大栄町、倉吉市、関金町、三次市、甲奴町、君田村、布野村、作木村、吉舎町、三良坂町、三和
町、八千代町、吉田町、向原町、甲田町、高宮町、美土里町、豊平町、千代田町、大朝町、芸北町、広島市安佐北区、三原市、大和町、本郷町、久井町、東
広島市、黒瀬町、福富町、豊栄町、河内町、安芸津町、竹原市

（３）支払意思額の推計
○ アンケートの有効回答をもとに、支払意思額（WTP）を推計。
有効回答数８４７件（７４．６％）
（アンケート配布エリア回答数：１,１３５件）

（４）年便益の算定
○ アンケートの有効回答の平均支払
意思額を基に、年便益額を算定

（５）総便益の算定
○ 評価期間を開通後５０年間とし、
現在価値を算定。

▼効果項目別WTP、便益算定結果【鍵掛峠道路】

効果項目
支払意思額

(WTP)
（円/月/世帯）

便益算定
世帯数
（H27）

単年便益
（億円/年）

総便益
（億円）

線形不良箇所の走行に伴う精神的疲労の軽減効果 169

368,377

7 122

通行止め時の医療サービスが享受できなくなる不安解消効果 125 6 90

災害時の迂回ルートの確保による不安解消効果 128 6 92

合計 423 19 304

注）表示桁数の関係で合計が合わない場合がある世帯数の資料／H27国勢調査

資料：令和３年度 第３回 中国地方整備局事業評価監視委員会 会議資料



４．業務実施に関わる工夫

＜提案上の工夫＞

・鍵掛峠道路の並行現道（線形不良箇所）において大型車を対象としたビ

デオ調査を実施し、走行軌跡を可視化するとともに、危険挙動を整理。

・上記調査で把握した企業名を基にヒアリング調査を実施し、道路利用者

の声を確実に把握。
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１つの調査結果を複数の検討項目成果に活用

【調査】ビデオ調査（社名読み取り調査）

【成果1】走行軌跡可視化による危険挙動の把握

【成果2】ヒアリング調査による道路利用者の声の把握



＜コミュニケーション上の工夫＞

・受注者から発注者に報告するメールには報告内容の概要を明記するとと

もに、図面の修正箇所がある場合は確認しやすいように、受注者が社内

でチェックした資料を送付するなど、円滑な業務遂行に努めた。

＜体制及び工程管理上の工夫＞

・追加指示にもその都度社内全体として体制を拡充させ柔軟に対応し、円

滑な業務遂行に努めた。
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発注者ニーズを踏まえた確実なサービス提供

コミュニケーションの工夫による円滑な業務遂行

４．業務実施に関わる工夫


